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浮島小閉校記念碑の除幕式。石碑に刻
まれた「浮島の誇りを持って未来へ」
の言葉を胸に、11人の児童と地域の
皆さんら参列者全員で同校校歌を高ら
かに歌い上げました。
関連記事…2-3㌻（３月22日、浮島小）

■主な記事
● 浮島小64年の歴史に幕…2-3㌻
● 卒業式、各種表彰…4㌻
● 町消防団長、副町長の選任など…５㌻
● 町制施行60周年記念事業
　 　テーマとロゴマークが決定…6-7㌻
● 平成27年度当初予算、人事異動…8-9㌻

心に刻む校歌斉唱校歌斉校歌
誇り誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇誇ののののののののののののののののののののののの島浮
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あ
り
が
と
う
、さ
よ
う
な
ら

赤
屋
根
の
校
舎
64年の歴史に幕
浮島小学校

閉校記念式典・思い出を語る会　平成27年３月22日

２・７㍍×５・４㍍の閉校記念作品。学校で元気に遊ぶ児童が描かれ、
体育館内壁面に飾られた（平成26年度在校生・さわやかイレブン作）

万感の思いを込めて出席者全員で校歌斉唱

平成９年度まで使用された旧校舎（平成９年度撮影）

浮島小最後の児童と保護者、教職員が地域の発展を願い歌った「ふるさとは今もかわらず」

「浮島念仏剣舞」の伝承活動 着実に引き継がれた多くの功績
地域と学校　共に築いた伝統 学校新聞「うきうき」

　昭和53年度、同54年度の作文における内閣総理大臣賞をはじめ、
平成13年度には学校新聞「うきうき」が同賞を受賞。こうした伝統
が着実に受け継がれ、学校新聞県コンクールでは上位入賞の常連校と
なり、絵画やポスターなどでも多くの輝かしい功績を残しました。

　昭和48年、浮島文化財愛護少年団を結成。浮島念仏剣舞保存会と
共に全校児童が同地区の郷土芸能「浮島念仏剣舞」の伝承活動に積極
的に取り組み、今日まで受け継いできました。今後も地域活動の一環
として、継承されることが期待されます。

久しぶりの再会や学校の思い出を語り合う出席者たち

さまざまな場面で学校に協力された地域の皆さんへ感謝状

学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
に
誇
り
を
持
っ
て
頑
張
る

学
ん
だ
記
憶
や
仲
間
と
の
き
ず
な
は
同
窓
生
の
誇
り

学
校
と
地
域
が
共
に
築
い
た
確
か
な
伝
統
に
敬
意

浮島小（第21代）

砂田 康祐校長
　

閉校記念事業実行委員会
田中 二郎委員長
（62）＝下浮島＝

児童代表

岩崎 優花さん
（6年）※閉校時の学年

　
浮
島
小（
砂
田
康
祐
校
長
）の
閉

校
記
念
式
典
は
３
月
22
日
、11
人

の
在
校
生
や
卒
業
生
、歴
代
の
学

校
関
係
者
、住
民
ら
約
２
５
０
人

が
参
加
し
、同
小
体
育
館
で
厳
か

に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
小
は
、昭
和
26
年
４
月
に
一

方
井
村
立
一
方
井
小
浮
島
分
校
と

し
て
創
立
。
同
31
年
に
は
浮
島
小

と
し
て
独
立
し
、地
域
の
中
心
的

存
在
と
し
て
、64
年
間
に
わ
た
り

６
０
７
人
の
卒
業
生
を
輩
出
し
ま

し
た
。
し
か
し
、少
子
化
に
よ
り

昨
年
度
は
児
童
数
が
11
人
ま
で
減

少
。
複
式
２
学
級
で
授
業
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
町
は
、浮
島
地
区
に
お
け
る
学
校

再
編
懇
談
会
を
経
て
平
成
25
年
度

に
浮
島
小
再
編
検
討
協
議
会
を
設

立
。
保
護
者
や
地
区
と
の
懇
談
や

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、協
議
を
重

ね
た
結
果
、同
26
年
度
を
も
っ
て
浮

島
小
を
閉
校
し
、一
方
井
小
に
統
合

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、民
部
田
幾
夫
町
長
が

「
将
来
を
託
す
児
童
が
切せ

っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨

し
、新
た
な
環
境
の
中
で
勉
学
や

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
に
一
層
励

む
こ
と
を
願
い
、こ
の
た
び
の
統

合
に
至
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
諸

先
輩
方
が
脈
々
と
築
き
上
げ
、地

域
が
支
え
て
き
た
輝
か
し
い
伝
統

は
、今
後
も
必
ず
や
引
き
継
が
れ

て
い
く
も
の
と
確
信
し
て
い
ま

す
」と
式
辞
を
述
べ
、砂
田
校
長
が

「
小
規
模
校
の
利
点
や
地
域
の
特

色
を
生
か
し
、精
力
的
な
教
育
活

動
を
展
開
し
て
き
た
こ
と
は
、ま

さ
に
学
校
と
地
域
が
共
に
築
き
上

げ
た
確
か
な
伝
統
で
あ
り
、敬
意

を
表
し
ま
す
」と
、同
小
閉
校
記
念

事
業
実
行
委
員
会
の
田
中
二
郎

委
員
長
が「
閉
校
は
残
念
で
は
あ

り
ま
す
が
、や
む
を
得
な
い
こ
と
。

浮
島
小
が
積
み
重
ね
て
き
た
歴
史

に
幕
を
閉
じ
て
も
、こ
こ
で
学
ん

だ
青
春
の
素
晴
ら
し
い
記
憶
や
仲

間
と
の
絆
は
い
つ
で
も
同
窓
生
の

誇
り
で
す
」と
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ

つ
。
児
童
代
表
の
６
年
岩
崎
優ゆ

う
か花

さ
ん
が「
浮
島
小
で
学
ん
だ
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、誇
り

を
持
っ
て
頑
張
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
」と
学
校
に
別
れ
の
言
葉
を
贈

り
、参
加
者
全
員
が
、万
感
の
思
い

を
込
め
て
校
歌
を
斉
唱
。
校
長
か

ら
平
沢
勝
郎
教
育
長
に
返
還
さ
れ

た
校
旗
の
退
場
を
見
送
り
ま
し

た
。

　
式
典
後
は
、閉
校
記
念
碑
の
除

幕
式
と
思
い
出
を
語
る
会
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
、大
勢
の
卒
業
生
や

歴
代
の
学
校
関
係
者
が
再
会
を
懐

か
し
み
な
が
ら
閉
校
を
惜
し
み
、

思
い
出
を
語
り
合
い
ま
し
た
。
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、同
地
区
の

郷
土
芸
能「
浮
島
念
仏
剣
舞
」が
在

校
生
や
卒
業
生
と
共
に
披
露
さ

れ
、会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
な
お
、閉
校
後
、町
は
地
域
に
親

し
ま
れ
た
赤
屋
根
の
校
舎
を
浮
島

公
民
館
と
し
て
設
置
。
各
種
行
事

や
生
涯
学
習
事
業
の
企
画
・
開
催

に
よ
り
、こ
れ
ま
で
同
小
が
地
域
に

果
た
し
て
き
た
役
割
を
継
承
し
つ

つ
、幅
広
い
利
活
用
を
図
り
ま
す
。
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町
で
は
こ
の
ほ
ど
、
町
防
災

計
画
で
指
定
す
る
避
難
所
の
う

ち
、
▼
沼
宮
内
小

　
▼
一
方
井

小
　

▼
町
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン

タ
ー
「
森
の
ア
リ
ー
ナ
」　
▼
川

口
地
区
社
会
体
育
館
―
の
４
施

設
に
太
陽
光
発
電
設
備
（
10
㌗
）

と
蓄
電
設
備
（
15
・
６
〜
16
・

２
㌗
）
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
災
害
な
ど
で
電

力
が
遮
断
さ
れ
た
場
合
で
も
電
力

　
３
期
12
年
に
わ
た
り
町
の
消
防

団
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

し
て
き
た
早
坂
信
一
団
長（
66
）＝

尾
呂
部
＝
が
３
月
31
日
付
け
で
退

任
し
、
新
団
長
に
松
村
昭
一
さ
ん

（
62
）＝
横
田
＝
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
早
坂
さ
ん
は
、「
混
乱
も
あ
っ

た
が
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
乗

り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
長
い

年
月
の
肩
の
荷
が
下
り
た
よ
う
な

思
い
。
今
後
も
松
村
団
長
を
支
え

　
町
が
費
用
の
一
部
を
補
助
し
今
松

地
区
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た「
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
和
や
家
〜
な
ご
や
か

〜
」が
完
成
し
、
４
月
１
日
に
開
所
し

ま
し
た
。（
株
）介
護
い
わ
て（
冨
澤
和

博
代
表
取
締
役
）
が
運
営
す
る
同
施

設
は
、
個
室
９
室
の
他
、
共
同
の
居

間
兼
食
堂
や
台
所
、
浴
室
な
ど
を
備

え
、
７
人
の
職
員
が
交
代
で
入
居
者

の
生
活
支
援
や
介
護
を
行
い
ま
す
。

　
３
月
29
日
に
は
完
成
祝
賀
会
が
行

わ
れ
、
冨
澤
代
表
は
「
職
員
一
丸
と

な
り
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
を
お
約

束
し
ま
す
」
と
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

町
内
13
校
３
０
６
人
卒
業

　
巣
立
ち
の
季
節
３
月
。
１
日
か
ら

20
日
に
掛
け
て
町
内
13
の
小
中
高
校

で
卒
業
式
が
行
わ
れ
、夢
と
希
望
に

胸
を
膨
ら
ま
せ
た
３
０
６
人
が
巣
立

ち
ま
し
た
。

　
沼
宮
内
中（
松
村
誠
一
校
長
、生
徒

２
０
３
人
）の
卒
業
証
書
授
与
式
は

14
日
に
挙
行
さ
れ
、松
村
校
長
が
卒

業
生
57
人
に
証
書
を
授
与
し
、「
夢

を
叶
え
る
た
め
、大
き
な
志
を
持
っ

て
行
動
を
起
こ
し
て
く
だ
さ
い
。
人

生
、苦
し
い
時
は
必
ず
来
ま
す
。
逆

境
を
逆
手
に
取
り
、自
分
の
肥
や
し

に
す
る
よ
う
な
大
き
な
人
間
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
」と
卒
業
生
へ
最
後
の

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
卒
業
生
と

在
校
生
は
、呼
び
掛
け
や
合
唱
で
思

い
出
を
振
り
返
っ
た
他
、卒
業
生
か

ら
保
護
者
や
恩
師
、地
域
の
皆
さ
ん

に
感
謝
の
言
葉
が
伝
え
ら
れ
、会
場

は
大
き
な
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
思
い
出
深
い
学
び
や
か
ら
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
す
児
童
生
徒
た
ち
。

今
後
の
さ
ら
な
る
飛
躍
が
大
い
に
期

待
さ
れ
ま
す
。

早坂 信一さん（66）
＝尾呂部＝

松村 昭一さん（62）
＝横田＝

前消防団長

新消防団長

太陽光発電パネルが整備された森のアリーナ南側

　横沢忠仔さんは３月19日、日本環境
保健活動団体連合会長表彰を受賞し
ました。長年にわたり自治振興会長
や町公衆衛生連絡協議会の理事を務
め、地域や町全体の衛生活動に尽力し
た功績が認められたもので、町内では
７人目の同賞受賞となります。

岩手町農業委員会
女
性
の
登
用
に
高
い
評
価

町の公衆衛生活動に尽力

農
山
漁
村

　
男
女
共
同
参
画
優
良
活
動
表
彰

町公衆衛生連絡協議会理事

横
よ こ さ わ

沢 忠
ちゅうこう

仔さん（68）＝上横沢＝

日
本
環
境
保
健
活
動

団
体
連
合
会
長
表
彰

て
い
き
た
い
」
と
39
年
の
長
き
に

わ
た
る
消
防
団
人
生
を
感
慨
深
く

振
り
返
り
ま
し
た
。

　
早
坂
前
団
長
は
、
昭
和
50
年
に

入
団
。
第
１
分
団
長
を
経
て
平
成

15
年
に
消
防
団
長
に
就
任
。
県
消

防
協
会
副
会
長
を
務
め
た
他
、
昨

年
３
月
に
は
消
防
庁
長
官
功
労
章

を
受
章
す
る
な
ど
、
そ
の
功
績
は

内
外
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
早
坂
さ
ん
は
４
月
１
日
付
で

早
坂
信
一
団
長
が
退
任

新
団
長
に
松
村
昭
一
氏
が
就
任

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ご
や
か

一
方
井
・
今
松
地
区
に
開
所

災
害
時
の
４
施
設
に
太
陽
光
発
電
・
蓄
電
設
備
を
整
備

町消防団

が
使
用
可
能
と
な
り
、
安
定
し
た

避
難
所
の
運
営
が
図
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
平
常
時
に
は
発
電
し
た
電

力
を
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
内
で
使
用

し
、
二
酸
化
炭
素
の
削
減
や
経
費

節
減
に
貢
献
し
ま
す
。

　
な
お
、
▼
水
堀
い
き
が
い
交
流

セ
ン
タ
ー

　
▼
東
部
中

　
▼
久
保

小
　

▼
旧
南
山
形
小
―
の
４
施
設

に
も
同
様
の
設
備
を
整
備
中
で
７

月
末
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

再任

町
消
防
団
顧
問
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
第
３
分
団
出
身
で
平
成
25
年
か

ら
副
団
長
を
務
め
て
い
た
松
村
団

長
は
、
民
部
田
幾
夫
町
長
か
ら
消

防
団
長
の
辞
令
交
付
を
受
け
、「
身

が
引
き
締
ま
る
思
い
。
消
防
団
員

一
丸
と
な
り
住
民
の
生
命
と
財

産
、
安
心
・
安
全
を
守
っ
て
い
く
」

と
就
任
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
民
部
田
町
長
は
、「
力
強
い
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
動
さ
れ
た
早
坂
さ

ん
の
数
々
の
活
動
と
功
績
に
感
謝

し
ま
す
。
松
村
新
団
長
に
は
、
団

長
を
中
心
と
し
た
消
防
団
の
活
躍

に
よ
り
、
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
日
々
が
続
く
よ
う
な
活
躍
を

期
待
し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

夢
と
希
望
胸
に
巣
立
ち

副
町
長
に

瀧
澤
光
也
氏

　任期満了に伴う副町長の選任が
行われ、瀧澤光也氏（63）＝水無＝を
再任しました。瀧澤氏は、昭和55年
４月に岩手町役場に入庁。町教育
委員会事務局教育次長、総務課長
などを歴任し、平成23年４月１日
に副町長に就任しました。瀧澤氏
の任期は、平成27年４月１日から31
年３月31日までの４年間です。

①

③

②

　
町
農
業
委
員
会（
松
本
良り

ょ
う
こ子

会
長
、

委
員
19
人
）は
３
月
４
日
、
農
山
漁
村

男
女
共
同
参
画
優
良
活
動
表
彰「
組
織

に
お
け
る
女
性
登
用
部
門
」で
農
林
水

産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
は
、
女
性
委
員
の
増
加
を

図
ろ
う
と
女
性
が
委
員
選
挙
に
出
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
昨
年
７
月
の
選
挙
後
、
委

員
19
人
中
６
人
（
32
％
）
が
女
性
と
な

り
、
女
性
委
員
数
は
県
内
最
多
に
。
さ

ら
に
、
松
本
会
長
が
県
内
初
の
女
性
会

長
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
積
極
的
な
男
女
共
同
参
画

の
取
り
組
み
と
成
果
が
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

居室９室を備える木造平屋建ての
「グループホームなごやか」が開所

①３年間の中学校
生活で得た自信と
誇りを胸に笑顔で
受け取る卒業証書
② 57人の卒業生
による合唱
③保護者に宛てた
感謝の手紙を読み
上げる卒業生



　
東
日
本
大
震
災
の
追
悼
イ
ベ
ン
ト

「
祈
り
の
と
も
し
び
」
が
３
月
11
日

か
ら
15
日
ま
で
、
道
の
駅
「
石
神
の

丘
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
期
間
中

は
、
町
内
の
小
学
生
や
一
般
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
手
作
り
の
灯
篭
約
４
０
０

個
を
展
示
。
一
つ
一
つ
の
灯
篭
に
犠

牲
者
の
追
悼
や
被
災
地
の
復
興
を
願

う
思
い
が
こ
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
中
学
生
が
作
っ
た
灯
篭
は

盛
岡
市
で
行
わ
れ
た
追
悼
イ
ベ
ン
ト

で
柔
ら
か
な
火
を
と
も
し
ま
し
た
。

　
第
15
回
町
埋
蔵
文
化
財
展
「
岩
手
町

考
古
学
の
あ
ゆ
み
」
は
３
月
７
日
か
ら

29
日
ま
で
、
石
神
の
丘
美
術
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。
展
示
で
は
、
町
内
の
埋
蔵

文
化
財
の
調
査
に
携
わ
っ
た
人
物
や
関

連
す
る
遺
物
を
紹
介
。
15
日
に
は
、
元

町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
長
の
高
橋

昭
治
氏（
85
）＝
下
苗
代
沢
２
＝
が
記
念

講
演
を
行
い
ま
し
た
。
高
橋
氏
は
、
発

掘
風
景
や
出
土
物
の
写
真
な
ど
を
見
せ

な
が
ら
、
当
時
の
人
々
の
営
み
に
つ
い

て
、「
大
自
然
を
受
け
入
れ
、
一
体
と

な
っ
た
生
活
が
日
本
人
の
根
幹
」
と
持

論
を
展
開
。「
考
古
学
は
日
本
の
良
さ

を
学
ぶ
い
い
機
会
」
と
話
し
ま
し
た
。

思
い
こ
め
ら
れ
た
灯
篭

約
４
０
０
個
展
示

3.11祈りのともしび

第
15
回
町
埋
蔵
文
化
財
展

発掘した遮光器土偶の解説をする高橋昭治氏

町内で出土した土器など約230点を展示
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祝おう 60 周年
さあ進もう　新たな岩手町

【テーマ最優秀賞１点】【テーマ優秀賞３点】

【ロゴマーク優秀賞３点】 【ロゴマーク最優秀賞１点】

はばたけ　岩手町の明るい未来へ

これまでも、これからも、
みんなのふるさと　60周年岩手町

　
町
で
は
本
年
度
、
町
制
施
行
60
周

年
を
記
念
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

展
開
し
ま
す
。
こ
れ
ら
記
念
事
業
全

体
の
テ
ー
マ
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
延
べ
１
７
３
人
か
ら

２
６
６
点
の
テ
ー
マ
と
73
点
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
多
数
応
募
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
応
募
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
は
、
町
の

豊
か
な
自
然
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
言

葉
や
先
人
へ
の
感
謝
、
未
来
を
前
向

き
に
と
ら
え
る
言
葉
な
ど
が
並
び
、

ロ
ゴ
マ
ー
ク
で
は
、
町
の
花
・
鳥
・

木
や
特
産
品
な
ど
と
町
章
や
60
の
文

字
を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
作
品
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
民
部
田
幾
夫
町
長
を
委
員
長
と
す

る
選
定
委
員
会
は
３
月
24
日
、
役
場

会
議
室
で
行
わ
れ
、
12
人
の
選
定
委

員
に
よ
り
優
秀
賞
以
上
の
４
点
を
選

定
。
後
日
、
町
三
役
に
よ
り
最
優
秀

賞
１
点
ず
つ
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
テ
ー
マ
は
、

瀬
川
奈
津
樹
さ
ん
＝
川
口
中
１
年
＝

昭和30年７月21日、沼
宮内町、川口村、一方
井村、御堂村の１町３
村が合併し、「岩手町」
が誕生しました。本年
度は、町制施行 60 周年。
各種記念事業で使用す
るテーマとロゴマーク
を決定しました。

― 応募人数・点数 ―

【テーマ】　100 人 266 点
　　　　  （1人３点まで）
【ロゴマーク】　73人・点
                    （1 人１点）

※受賞者の所属、学年など
は応募時点のもの。なお、作
品は一部補作しています

【作者コメント】　選んでいただいた人たちに
感謝の気持ちでいっぱいです。「合併して岩
手町に生まれ変わってから風も土も緑もみん
な 60年」というイメージを言葉にしました。
岩手町は、あいさつが明るく、人が優しいと
思います。60 周年の本年度、私も明るいあ
いさつをしていきたいです

【作者コメント】　町のキャラクターのたまなぼう
やとブルベリーナが岩手町の 60周年をお祝いし
ているイメージで描きました。一度描いたものを
母と相談して描き直して完成しました。最優秀賞
と聞いて、とても驚きましたがうれしいです

瀬川 奈津樹さん
＝川口中１年＝

浦田 晃平君＝川口中３年＝

大道 正樹さん（56）
＝岩瀬張小校長＝

沢田 七海さん＝川口中２年＝

西舘 善弘君＝水堀小 6年＝

伊藤 みなみさん
＝沼宮内小 6年＝

伊藤さんが描いた原画

原画を基にデザインされたロゴマーク。テーマと組み合わせ
るなどして、今後60周年記念の各種事業などで活用されます

沢口 義彦さん（45)
=下五日市=

遠藤 琴美さん
=一方井小 6年=

の
作
品
「
こ
の
風

　
こ
の
土

　
こ
の

緑
、60
年
の
お
付
き
合
い
」。ロ
ゴ
マ
ー

ク
は
、
町
章
に
笑
顔
の
た
ま
な
ぼ
う

や
と
ブ
ル
ベ
リ
ー
ナ
を
配
置
し
た
伊

藤
み
な
み
さ
ん
＝
沼
宮
内
小
６
年
＝

の
作
品
で
す
。
両
作
品
は
、
各
種
記

念
事
業
な
ど
で
使
用
さ
れ
ま
す
。

　
優
秀
賞
以
上
の
表
彰
式
は
７
月
19

日
（
日
）、
森
の
ア
リ
ー
ナ
で
開
催

す
る「
町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
」

で
行
い
ま
す
。
式
典
で
は
、
こ
の
表

彰
の
他
、
記
念
講
演
（
公
演
）
な
ど

を
行
う
予
定
。
詳
細
は
後
日
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
町
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

多
数
の
応
募
に
感
謝

表
彰
は
７
月
19
日（
日
）

60
周
年
記
念
式
典
に
て

『この風 この土 この緑、
　　　 60年のお付き合い』
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佐
々
木
隆
史
（
盛
岡
北
部
行
政
事

務
組
合
派
遣
）　
▼
主
事
補

　
三

浦
聖
矢
（
新
採
用
）

◆
町
民
課
　

▼
課
長

　
田
村
寿

（
農
林
環
境
課
長
）　
▼
戸
籍
住
民

係
主
幹

　
簗
場
睦
子
（
健
康
福
祉

課
福
祉
支
援
係
主
幹
）　
▼
国
保

年
金
係
副
主
幹

　
藤
沢
祐
介
（
地

域
整
備
課
地
域
整
備
係
副
主
幹
）

　
▼
子
育
て
支
援
係
主
任
栄
養
士

　
田
村
美
恵
（
水
堀
保
育
所
）

◆
健
康
福
祉
課
　

▼
課
長
兼
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
保
健
セ
ン

タ
ー
所
長
兼
水
堀
い
き
が
い
交
流

セ
ン
タ
ー
所
長

　
佐
々
木
光
司

（
企
画
商
工
課
長
）　
▼
福
祉
支
援

係
主
幹

　
田
村
真
一
（
企
画
商
工

課
企
画
広
報
係
主
幹
）　
▼
副
主

任
　
四
日
市
里
美
（
税
務
会
計
課

副
主
任
）

◆
税
務
会
計
課
　

▼
参
事
兼
会
計

管
理
者
兼
税
務
会
計
課
長

　
沢
口

寿
（
町
民
課
長
）　
▼
課
税
資
産

係
主
幹

　
遠
藤
信
男
（
農
業
委
員

会
事
務
局
農
地
振
興
係
主
幹
）　

▼
収
納
係
主
幹
兼
会
計
物
品
係
主

幹
　
熊
谷
洋
造
（
町
民
課
国
保
年

金
係
副
主
幹
）　
▼
主
任

　
高
橋

暁
子
（
企
画
商
工
課
主
任
）　
▼

主
事

　
瀬
川
潤
（
教
育
委
員
会
事

務
局
主
事
）　
▼
主
事
補

　
立
花

翔
太
（
新
採
用
）

◆
農
林
環
境
課

　
▼
課
長
併
農
業

委
員
会
事
務
局
長

　
民
部
田
政
彦

（
健
康
福
祉
課
長
）　
▼
農
林
振
興

係
主
幹
併
農
業
委
員
会
事
務
局
農

地
振
興
係

　
外
地
千
尋
（
税
務
会

計
課
課
税
資
産
係
主
幹
）　
▼
主

任
　
金
沢
浩
美
（
健
康
福
祉
課
主

任
）　
▼
主
任

　
大
沢
季
子
（
教

育
委
員
会
事
務
局
主
任
）

◆
地
域
整
備
課

　
▼
地
域
整
備
係

副
主
幹

　
滝
川
倫
（
農
林
環
境
課

主
任
）　
▼
主
任

　
上
沢
一
久（
税

務
会
計
課
主
任
）

◆
議
会
事
務
局

　
▼
局
長
併
監
査

委
員
事
務
局
長

　
長
岡
友
子
（
町

民
課
戸
籍
住
民
係
主
幹
）

◆
教
育
委
員
会
事
務
局
　

▼
教
育

次
長
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

兼
中
央
公
民
館
長
兼
図
書
館
長

　

黒
沢
克
哉
（
会
計
管
理
者
兼
税
務

会
計
課
長
）　
▼
教
育
政
策
室
長

　
山
本
博
幸
（
企
画
商
工
課
産
業

創
造
推
進
室
長
）　
▼
副
主
任

　

早
坂
真
奈
美
（
地
域
整
備
課
副
主

任
）　
▼
副
主
任

　
三
浦
祐
介（
企

画
商
工
課
副
主
任
）

◆
農
業
委
員
会
事
務
局

　
▼
農
地

振
興
係
主
幹
併
農
林
環
境
課
農
林

振
興
係

　
滝
川
勉
（
水
道
事
業
所

上
下
水
道
係
主
幹
）　
▼
農
地
振

興
係
副
主
幹

　
府
金
昌
代
（
税
務

会
計
課
会
計
物
品
係
副
主
幹
）

◆
総
務
課

　
▼
行
政
係
主
幹
併
選

挙
管
理
委
員
会
書
記

　
竹
花
勇
治

（
農
林
環
境
課
農
林
振
興
係
主
幹
）

▼
財
政
係
主
幹
併
選
挙
管
理
委
員

会
書
記

　
地
舘
浩
二
（
税
務
会
計

課
収
納
係
主
幹
）　
▼
財
政
係
副

主
幹

　
横
沢
晃
子
（
総
務
課
財
政

管
財
係
副
主
幹
）　
▼
防
災
交
通

係
主
幹

　
工
藤
晋
（
総
務
課
地
域

安
全
係
主
幹
）　
▼
防
災
交
通
係

副
主
幹

　
高
橋
真
樹
（
総
務
課
地

域
安
全
係
副
主
幹
）　
▼
用
務
員

　
佐
藤
一
彦
（
中
央
公
民
館
地
域

推
進
係
用
務
員
）

◆
企
画
商
工
課
　

▼
課
長

　
吉
田

和
彦
（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育

次
長
）
▼
ふ
る
さ
と
創
生
推
進
室

長
　
高
村
伸
男
（
総
務
課
行
政
係

主
幹
）　
▼
企
画
広
報
係
主
幹

　

西
島
寿
紀
（
総
務
課
財
政
管
財

係
主
幹
）　
▼
主
任

　
田
屋
千
秋

（
農
林
環
境
課
主
任
）　
▼
主
事

　

表1　平成27年度一般会計と特別会計の予算総額

図１　一般会計予算の目的別内訳

図２　歳出の性質別内訳

会　計　名 予　算　額 説　　　　明
一　般　会　計 76 億 6,162 万円 特別会計を除く全般的な経費を計上

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 21 億4,001 万円 国民健康保険に係る経費を計上
後期高齢者医療特別会計 1 億 3,614 万円 後期高齢者の医療に係る経費を計上
公共下水道事業特別会計 3 億 6,601 万円 下水道工事に係る経費を計上
戸別浄化槽事業特別会計 3,121 万円 戸別浄化槽の設置に係る経費を計上
水 道 事 業 会 計 5 億2,506 万円 上水道に係る経費を計上
合　　　計 108 億6,005 万円  岩手町全体の予算額

商　工　費　1億2,605万円　（1.7％）
議　会　費　1億　 802万円　（1.4％）
労　働　費　　　　 933万円　（0.1％）
災害復旧費　　　　　20万円　（0.0％）
予　備　費　０億０,800万円　（0.1％）

民生費 公債費 衛生費 総務費 土木費 教育費 農林水産業費 消防費 その他

17 億2,686 万円 12億 6,230 万円 10億 742 万円 9億 3,349 万円 9億 737 万円 8億 9,498 万円 4億 700 万円 2億 7,060 万円 2億5,160 万円

22.5％ 16.5％ 13.2％ 12.2％ 11.8％ 11.7％ 5.3％ 3.5％ 3.3％

自主財源 諸収入　2億2,494万円（2.9％）
その他　2億5,868万円（3.4％）依存財源

歳入合計 76億6,162万円
歳出合計 76億6,162万円

町税 諸収入 地方交付税 町債 国庫支出金 県支出金 地方譲与税 その他

14 億9,471 万円 4億8,362 万円 32億7,877 万円 8億5,659 万円 6億8,598 万円 4億9,545 万円 1億1,440 万円 2億5,210 万円

19.5％ 6.3％ 42.8％ 11.2％ 9.0％ 6.5％ 1.5％ 3.2％

　
総
額
１
０
８
億
６
０
０
５
万
円

に
上
る
本
年
度
の
一
般
会
計
と
５

つ
の
特
別
会
計
の
予
算
（
表
１
）

は
３
月
12
日
、
平
成
27
年
第
１

回
町
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ

成
立
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
の

総
額
は
、
歳
入
、
歳
出
と
も
に

76
億
６
１
６
２
万
円（
図
１
）で
、

前
年
度
を
３
億
７
４
５
２
万
円

（
４
・７
％
）下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
（
図
１
上
段
）
は
、
町
税

な
ど
町
が
独
自
で
集
め
る
こ
と
が

で
き
る
自
主
財
源
と
地
方
交
付
税

や
国
、
県
な
ど
か
ら
の
補
助
金
、

町
の
借
金
に
当
た
る
町
債
な
ど
の

依
存
財
源
に
分
か
れ
ま
す
。
自
主

財
源
の
比
率
が
大
き
い
ほ
ど
財
政

予
算
総
額
は
１
０
８
億
円

運
営
の
自
主
性
や
安
定
性
が
高
い

と
さ
れ
る
当
町
の
自
主
財
源
比
率

は
、
前
年
度
を
０
・
５
ポ
イ
ン
ト

上
回
る
25
・
８
％
と
な
り
ま
し
た

が
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　
歳
出
は
、
予
算
の
使
い
方
を
目

的
別
に
ま
と
め
た
図
１
の
下
段
を

見
る
と
、
本
年
度
は
、
住
民
福
祉

の
向
上
に
使
わ
れ
る
民
生
費
が

17
億
２
６
８
６
万
円
で
ト
ッ
プ
。

次
い
で
、
町
の
借
金
返
済
に
充
て

る
公
債
費
が
12
億
６
２
３
０
万

円
。
衛
生
費
が
10
億
７
４
２
万
円

な
ど
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
歳
出
を
性
質
別
に
分

け
た
図
２
を
見
る
と
、
物
件
費

に
15
億
２
８
４
６
万
円
、
公
債
費

に
12
億
６
２
２
０
万
円
、
人
件
費

に
12
億
１
０
８
０
万
円
な
ど
を
計

上
。
以
下
、
補
助
費
、
普
通
建
設

事
業
費
な
ど
の
順
に
続
き
ま
す
。

ま
た
、
経
費
別
で
は
、
土
木･

建

築
事
業
な
ど
の
投
資
的
経
費
は

12
・
７
％
、
公
債
費
や
人
件
費
な

ど
の
義
務
的
経
費
が
43
・
１
％
、

物
件
費
や
補
助
費
な
ど
そ
の
他
の

経
費
が
44
・
２
％
の
割
合
と
な
っ

て
い
ま
す
。

歳
出
ト
ッ
プ
は
民
生
費

◆
水
道
事
業
所

　
▼
所
長

　
工
藤

豊
彦
（
岩
手
・
玉
山
環
境
組
合
事

務
局
長
）　
▼
上
下
水
道
係
主
幹

　
阿
部
嘉
仁
（
上
下
水
道
係
副
主

幹
）　
▼
上
下
水
道
係
副
主
幹

　

遠
藤
秀
司
（
上
下
水
道
係
主
任
）

■
北
山
形
児
童
館

　
▼
館
長

　
遠

藤
卓
子
（
北
山
形
児
童
館
主
任
保

育
士
）　
▼
主
任
保
育
士

　
佐
藤

望
美（
水
堀
保
育
所
主
任
保
育
士
）

《
派
遣
》

◆
岩
手
・
玉
山
環
境
組
合
事
務
局

　
▼
局
長

　
佐
藤
竜
也
（
水
道
事

業
所
長
）

　本年度の一般会計と５つの
特別会計のあらましをお知ら
せします。なお、詳しい予算
の使い道などは４月 23 日発
行予定の「みんなの予算書」
をご覧ください。

予算
当初

異動
人事

　４月１日発令の町職員の人事
異動をお知らせします。今回は
延べ 49人（新採用２人含む）
が異動。５人が退職しました。
※　( ) 内は前任課と職名

平
成
27
年
度

平
成
27
年
度

■
ト
ピ
ッ
ク
ス

◆
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合

　
今

松
輝
（
税
務
会
計
課
主
事
）

◆
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
帷
子
淳

子
（
水
堀
保
育
所
長
）　
田
中
育

子
（
水
堀
保
育
所
調
理
員
）

◆
山
田
町

　
下
村
勝
（
再
任
用
）

◆
大
槌
町

　
岩
切
拓
斗
（
継
続
）

◇
３
月
31
日
付
け
退
職
者

下
村
勝
（
議
会
事
務
局
長
）
柴
田

修
一
（
教
育
委
員
会
教
育
政
策
室

長
）
川
村
祐
子
（
農
業
委
員
会
事

務
局
副
主
幹
）
千
葉
昌
子
（
北
山

形
児
童
館
長
）
上
沢
都
美
子
（
町

民
課
主
任
）

か
っ
た
た
め
、
総
務
課
の
係
名
を

「
防
災
交
通
係
」
に
変
更
。
ま
た
、

同
じ
く
総
務
課
の
財
政
管
財
係
を

「
財
政
係
」
と
し
ま
し
た
。
な
お
、

地
域
整
備
係
の
名
称
と
そ
れ
ぞ
れ

の
係
が
担
当
す
る
業
務
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
町
で
は
、
復
興
支
援
の
た
め
昨

年
度
か
ら
大
槌
町
役
場
へ
職
員
を

１
人
派
遣
し
て
い
ま
す
。
本
年
度

は
大
槌
町
へ
の
派
遣
を
継
続
し
、

さ
ら
に
山
田
町
役
場
へ
１
人
派
遣
。

２
人
が
派
遣
先
の
職
務
に
当
た
り

ま
す
。
派
遣
期
間
は
１
年
間
で
す
。

　
企
画
商
工
課
内
の
産
業
創
造
推

進
室
に
替
え
、
新
た
に
「
ふ
る
さ

と
創
生
推
進
室
」を
設
け
ま
し
た
。

国
が
推
進
す
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
戦
略
」
に
呼
応
す
る

町
版
総
合
戦
略
策
定
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
地
域
安
全
係
（
総

務
課
）
と
地
域
整
備
係
（
地
域
整

備
課
）
が
存
在
し
　
紛
ら
わ
し

ふ
る
さ
と
創
生
推
進
室
を
新
設

係
名
　
よ
り
分
か
り
や
く

沿
岸
派
遣
を
増
員
し
２
人
に
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北
上
川
の
源
泉  

弓
弭
の
泉

Topics01

毎
年
人
気
の「
そ
ば
フ
ェ
ス
タ
」

町
内
外
か
ら
３
５
０
０
人
来
場

傾聴ボランティアおひさま
他団体と交流し学び深める

Ｔｏｐ
ｉｃｓ
02

　
近
隣
の
お
い
し
い
手
打
ち
そ
ば

や
特
産
品
が
一
堂
に
集
ま
る
恒
例

の「
ま
ん
ぷ
く
そ
ば
フ
ェ
ス
タ
」は

３
月
７
日
、８
日
の
両
日
、プ
ラ
ザ

あ
い
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
両
日
は
、岩
手
町
・
パ
ワ
ー
工

房
と
葛
巻
町
・
森
の
そ
ば
屋
、八

幡
平
市
西
根
・
西
根
は
っ
と
の
会
、

同
松
尾
・
松
ち
ゃ
ん
市
場
、同
安

代
・
安
代
そ
ば
打
ち
の
会
が
出
店
。

各
店
自
慢
の
手
打
ち
そ
ば
を
１
杯

３
０
０
円
と
い
う
安
さ
で
味
わ
え

る
と
あ
っ
て
、各
屋
台
で
は
開
店

と
同
時
に
大
勢
の
来
場
者
が
行
列

を
作
り
、終
了
時
刻
を
待
た
ず
に

売
り
切
れ
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た

恒
例
の
そ
ば
打
ち
体
験
や
全
長
約

１
㍍
の
特
製「
大
蛇
そ
ば
」を
一
気

に
す
す
る
早
食
い
大
会
、郷
土
芸

能
や
民
謡
・
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
も

好
評
を
博
し
、会
場
内
は
超
満
員

と
な
り
ま
し
た
。

　
春
め
く
陽
気
に
も
恵
ま
れ
た
両

日
は
、町
内
外
か
ら
約
３
５
０
０

人
が
来
場
。
大
い
に
に
ぎ
わ
い
を

見
せ
ま
し
た
。

各地区の健康いきいきサロンやプラザあいでの傾聴サロンなど、精力的
に行う活動を紹介した町の傾聴ボランティア「おひさま」のメンバーたち

　
町
の
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
お

ひ
さ
ま
」は
２
月
23
日
、一
戸
町

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
ほ
ほ
え
み

笑ふ

・
笑ふ

・
笑ふ

」を
プ
ラ
ザ
あ
い
に

招
き
、交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
、話
し
手
の
話
を

そ
の
ま
ま
受
け
止
め
て
聴
き
、気

持
ち
を
楽
に
し
て
も
ら
お
う
と
い

う「
傾
聴
」に
つ
い
て
、両
団
体
が

行
う
活
動
を
紹
介
し
合
い
、成
果

や
課
題
な
ど
を
情
報
交
換
。
ま

た
、「
お
ひ
さ
ま
」が
活
動
の
一
環

と
し
て
行
う
人
形
劇
が
披
露
さ
れ

た
り
、傾
聴
サ
ロ
ン
を
行
う
様
子

を
見
学
し
た
り
し
て
お
互
い
の
交

流
と
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

　
な
お
、「
お
ひ
さ
ま
」は
左
記
の

と
お
り
、定
期
的
に
傾
聴
サ
ロ
ン
を

開
設
中
で
す
。
悩
み
事
を
一
人
で

抱
え
ず
、話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

①そば屋台に行列を作る
大勢の来場者　②初日の
ステージに出演した歌手・
三浦わたるさん　③全長
約１㍍の大蛇そば早食い
大会　④出展団体の名人
からそば打ちの技を習う
体験コーナーも人気

おひさまサロン
【開催日】　毎月第２、第４
月曜日（祝日の場合は翌日）
【時　間】　午後１時～３時
【場　所】　プラザあい１階
※無料。予約は不要です。
　役場健康福祉課健康推

進係  62-2111内線517

投稿と問い合わせは役場企画商工課企画広報係 62-2111［内線217］まで

No.308

友達が一番大切
岩
い わ さ き

崎 五
ご ろ う は ち

郎八さん（80）=雪浦＝

いつか
どこかで

「まち・ひと きらり」では、きらりと光る町の出来事や輝く人たちを紹介します。
あなたの地域・職場での話題をお寄せください。

　「雪が消えて温かくなってきたから畑で野菜作りの準備を始めました」と話す五
郎八さん。「うちは屋号も五郎八といい、私の名前は祖父が付けたくれたと聞いて
います。『一度聞いたら忘れない名前』と言われ、みんなよく覚えてくれますよ」と
笑います。「スキーとお酒は徹底してやりました」と昔を振り返る五郎八さんは、
健康のためにお酒をやめたそうですが、「飲み会には声が掛かれば喜んで行きま
すよ。人の付き合いが一番大切。私は友達に恵まれました」としみじみ。「ことし
は、野菜をうまく作りたいですね。５月からはグラウンドゴルフ大会が始まるし、
冬には、何年か休んでいたスキーをまたはじめたい」と楽しみは尽きません。

修学旅行が楽しみ
　将来は、「映画監督になり、みんなをワクワク
させたい」壮真君と「消防団員のお父さんを見て
消防士になりたいと思った」慎君、「公民館の料
理教室に参加し、パティシエになりたいと思った」
深悠さん。それぞれ、図書委員会副委員長、児童
会執行部書記、健康委員会副委員長として活躍す
る他、「スキーと水泳」、「ホッケースポ少」、「タ
ブレットを使った学習」などを頑張っています。
新年度、５年生になった３人。「６年生と一緒に
行く修学旅行が楽しみ」と声をそろえます。

（久保小5年全員）

No.308

工
く ど う

藤 壮
そ う ま

真君 川
か わ か み

上 慎
し ん

 君 久
く ぼ

保 深
み ゆ う

悠さん

①

ひとまち

櫻場勝浩さんの次女

櫻
さくらば

場 莉
り の

乃ちゃん（中田）

元気で明るく優しい
子になってネ♡

帷子守さんの長男

帷
かたびら

子 海
かいゆう

雄くん（丹藤）

いたずらぼんずの
海雄。たくましく
大きくなぁれ♡

下村幸雄さんの次女

下
しもむら

村 蘭
らん

ちゃん（石神）

優しい子になってね

笹渡崇さんの次男

笹
ささわたり

渡 大
だ い ち

地くん（犬袋）

健康にすくすく育っ
てね

太布松幸さんの長男

太
ふ と の

布 松
まつかぜ

風くん（民部田）

元気に大きくなってね

スマ
イル

ベ

イ ビ　ー

ズ

高橋駿也さんの長男

高
たかはし

橋 空
か い と

翔くん（境田）

思いやりがあって、
周りに優しくでき
る子になってね

１歳児健診に来てくれ
たお子さんのかわいい
笑顔を紹介します。 　

遠藤勇治さんの長男

遠
えんどう

藤 壱
い っ さ

颯くん（中田）

いっぱい遊んで大き
くなってね

横沢大さんの長男

横
よこさわ

沢 斗
と あ

夢くん（尾呂部）

元気にすくすく育っ
てね♡

お子さんの紹介

な ま え　（ 地 区 ）
保護者から一言

② ③

①

④
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年 大　会　名 期　日 会　場

平
成
27
年

国体ホッケー競技リハーサル大会
2015年度全日本社会人
ホッケー選手権大会

９月19日㈯
～ 23日㈬

町ホッケー場
町総合グラウンド

国体ゴルフ競技リハーサル大会
第49回東北倶楽部対抗競技、
第15回東北女子倶楽部対抗競技

９月11日㈮ 岩手沼宮内
カントリークラブ

平
成
28
年

国体本大会
希望郷いわて国体

ホッケー競技
・少年男女
・成年男女

10月６日㈭
～ 10日㈪

町ホッケー場
町総合グラウンド

ゴルフ競技
・成年男子

10月５日㈬
～７日㈮

岩手沼宮内
カントリークラブ

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
に
親
し
む
キ
ッ
ズ
た
ち

▼2015.03.17

○
扇
舞
会
15
周
年
記
念
公
演

　
沼
宮
内
公
民
館
で
活
動
す
る
日
本
舞
踊
嵯

峨
乃
流「
扇せ

ん
ぶ
か
い

舞
会
」（
鍋
倉
ケ
イ
子
代
表
）の

15
周
年
記
念
公
演
は
３
月
１
日
、同
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、約
１
４
０

人
が
来
場
。
出
演
者
が
18
演
目
を
見
事
に
舞

い
観
衆
を
魅
了
し
た
他
、最
後
は
全
員
参
加

の
盆
踊
り
が
行
わ
れ
、会
場
は
和
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、同
会
は
当

日
の
入
場
料
か
ら
３
万
円
を
町
に
寄
付
。
鍋

倉
代
表
は「
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
て

ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
寄
付
は
町
の
福
祉
の
た

め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

入
▼2015.03.01

15周年記念公演で艶やかな舞姿を披露する扇舞会の皆さん

　
沼
宮
内
名
物
の
ホ
ル
モ
ン
鍋
や
旬
の
カ
キ

を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
町
商
工
会（
八
戸
保

彦
会
長
）は
３
月
14
日
、大
町
地
区
の
街
の
駅

「
よ
り
ー
じ
ゅ
」に「
大
町
食
堂
」を
開
店
し
ま

し
た
。
当
日
は
、開
店
早
々
に
行
列
が
で
き
、

復
興
支
援
と
し
て
用
意
し
た
山
田
町
産
の
カ

キ
約
３
０
０
個
が
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
。

特
設
テ
ン
ト
で
は
、ホ
ル
モ
ン
鍋
や
カ
キ
を
味

わ
う
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
八
戸
会

長
は
、「
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、た
く
さ
ん
あ

る
町
の
名
物
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
。

ま
た
開
催
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

○
商
工
会
主
催「
大
町
食
堂
」

特

　
農
業
の
経
営
者
と
そ
の
家
族
が
協
力
体
制

を
確
認
し
経
営
や
生
活
の
向
上
を
目
指
す

「
家
族
経
営
協
定
合
同
調
印
式
」は
３
月
17

日
、ゆ
は
ず
交
流
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、水
稲
や
野
菜
、葉
タ
バ
コ
、和
牛
繁
殖

な
ど
の
農
家
５
組
が
参
加
。
経
営
方
針
や
家

族
の
役
割
分
担
、報
酬
、休
日
な
ど
の
労
働
条

件
を
明
文
化
し
た
協
定
書
に
調
印
し
、町
農

業
委
員
会
松
本
良
子
会
長
ら
立
会
人
の
前
で

家
族
間
の
協
力
を
誓
い
ま
し
た
。
平
成
９
年

に
始
ま
っ
た
家
族
協
定
の
締
結
者
は
、今
回

で
述
べ
98
組
、87
家
族
と
な
り
ま
し
た
。

○
家
族
経
営
協
定
合
同
調
印
式

家

経営方針や役割分担などを確認し協定書に捺印する参加者たち

特設テント内でホルモン鍋や蒸しガキを味わう来場者たち

▼2015.03.17 ▼2015.03.14

　
岩
手
町
と
盛
岡
市
に
ま
た
が
る
丹
藤
川
上

流
地
域
の
森
林
整
備
を
官
民
一
体
で
行
お
う

と
す
る
協
定
の
締
結
式
は
３
月
17
日
、盛
岡

森
林
管
理
署
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

岩
手
町
と
盛
岡
市
の
他
、同
管
理
署
、県
、盛

岡
水
源
林
整
備
事
務
所
、岩
手
中
央
森
林
組

合
の
６
者
が
出
席
。
同
地
域
内
に
入
り
組
む

国
有
林
や
県
有
林
、民
有
林
、水
源
林
造
成
林

の
合
計
２
０
８
５
㌶
を
共
同
施
業
団
地
に
設

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、林
道
・
作
業

道
の
整
備
や
間
伐
、木
材
産
出
な
ど
森
林
整

備
の
効
率
的
な
推
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

○
丹
藤
川
上
流
地
域
森
林
整
備

官
協定書を取り交わし笑顔で森林整備の協力を誓う関係者たち

お 留○国体とリハーサル大会
【大会日程など】

○バレエ岩井優花さん

　昭和45年（1970年）以来46年ぶりの本県開催となる第
71回国民体育大会「2016希望郷いわて国体」が来年開催
され、当町ではホッケー競技とゴルフ競技が行われま
す。ことしは、そのリハーサル大会を開催。国体やリ
ハーサル大会の期間中は、県内外から多くの人が町を
訪れます。町民総参加による歓迎と「おもてなし」で、
心に残る大会となるようご協力をお願いします。
　大会を盛り上げるために、それぞれの団体などで独
自の取り組みをしてみませんか。個人・団体・企業な
どは問いません。やってみたい取り組みがありました
ら、ぜひ事務局に相談ください。
　また今後、一般からボランティアを募集する予定で
す。募集について詳しくは回覧や広報紙などでお知ら
せしますので、その際にぜひ申し込みください。

 第71回国民体育大会岩手町実行委員会事務局
　（町教育委員会事務局国体推進室） 62-2111内線346

　プロのバレエダンサーを目指して昨年９月から米シ
カゴへ留学している岩井優

ゆ か

花さん（17）＝上五日市＝が
２月20日～ 22日、現地で開かれたコンクールに出場し
見事第１位に輝きました。岩井さんは、ユース・アメリ
カ・グランプリ2015シカゴ大会のシニア（15 ～ 19歳）の
部に出場。タンバリンを持って踊るエスメラルダのバリ
エーションを披露し、110人中トップの評価を受けまし

▼2015, 2016 ▼2015.02.22

シ
カ
ゴ
大
会
優
勝
の
盾
を
手
に
し
た
岩
井
優
花
さ
ん

種のスポーツに親しむ
○キッズスポーツ教室

　子どもたちのスポーツへの興味を養い、運動能力を向
上させようとキッズスポーツ教室（町体育協会など主催）
は３月１、８、15、22、29日の５回、森のアリーナなどで
開かれました。３月29日は町体育館でホッケー教室が開
催され、４歳～６歳児が競技に挑戦。スティックを握っ
たキッズたちは、町ホッケー協会員の指導で元気にボー
ルを追い掛け、ホッケーを楽しみました。同教室はホッ
ケーの他、サッカー、野球、バレーボール、テニスが実施さ
れ、キッズたちがさまざまな競技に親しみました。

▼2015.03.29５た。その結果、４月18日から
ニューヨークで開かれる同グ
ランプリ・ファイナルに出場
が決定。岩井さんは、「信じ
られません。留学して環境が
変わり、教わることも変わり
ました。教わる全てが自分に
必要なことで勉強になってい
ます」と話し、全米や世界中か
ら若い才能が集まるファイナ
ルでも「自分のベストを出し
切りたい」と意気込みます。
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町
の
名
所
・
旧
跡
や
自
然
、歴
史
な
ど
を「
岩
手

町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」会
員
が

毎
月
交
代
で
紹
介
し
ま
す
。今
月
の
ガ
イ
ド
は
、

山
口
誠
さ
ん（
62
歳
）＝
大
坊
＝
で
す
。

「
明
治
天
皇
御
巡
幸
と
滝
沢
号
②
」

まちの文芸
町立図書館
62-2877

岩手町観光ボランティアホームページ http://e-iwate.net/

俳
句

川
柳
席
題「
三（
３
）」　
鍋
倉
る
み
子
　
選

短
歌

【４月の休館日】　毎週月曜日、24日㈮

新着図書
ジャンル 書　　　名 著　　者

一般向け 小 説 冤罪凶状 澤田　ふじ子
1981年のスワンソング 五十嵐　貴久

実 用 書 世界のじゃがいも料理 誠文堂新光社

児童向け
読 み 物 ドラゴン王さまになる 茂市　久美子

読 み 物 ヘンテコはみがきこ みやにし　たつや
たんぽぽねこ せな　けいこ

図書館の行事　

【開館時間】　９:00～ 18:00

◇おはなし会◇
【日時】　４月26日㈰ 午前11時～
【対象】　小学校就学前の親子
　読み聞かせボランティア「おはなし
☆きらきら☆」のおはなし会です

〈
佳
作
〉

三
日
後
に
名
を
思
い
出
し
安
堵
す
る 

　
　
久
慈
　
正
和

一
二
三
数
え
き
れ
な
い
北
帰
行 

　
　
四
日
市
俊
悦

少
子
化
へ
廃
校
と
な
る
三
月
だ 

　
　
佐
藤

　
小
草

〈
秀
逸
〉

通
信
簿
３
が
最
高
だ
と
親
に
言
う 

　
　
土
橋
は
つ
お

流
氷
よ
三
つ
の
島
を
引
い
て
来
い 

　
　
馬
渕
　
　
草

〈
特
選
〉

虫
食
い
に
な
っ
て
も
雛
の
夫
婦
ぶ
り 

　
　
柴
田
　
満
子

三
叉
路
の
ど
っ
ち
に
行ゆ

こ
か
春
の
風 

　
　
自

　
　
　
句

春
疾は
や
て風
懐
深
き
峡
に
止
む 

　
遠
藤
　
金
作

北
国
の
春
口
づ
さ
み
雪
を
割
る 

　
遠
藤
　
初
枝

宵
濡
ら
し
闇
に
沁
み
入
る
春
の
雨 

　
昆
野

　
　
功

春
風
に
顔
を
さ
ら
し
て
深
呼
吸 

　
佐
藤

　
　
栄

春
め
き
て
重
ね
つ
る
し
の
衣
紋
掛
け 

　
志
田

　
悦
朗

電
池
替
へ
時
計
活
き
活
き
鳥
帰
る 

　
柴
田

　
ヒ
ノ

声
繋
ぎ
帰
雁
の
列
を
正
し
け
り 

　
白
井
　
梅
子

大
屋
根
の
し
ず
り
光
と
な
り
て
落
つ 

　
山
口
　
國
男

昨
日
よ
り
今
日
は
安や

す
ね値
の
菠ほ

う
れ
ん
そ
う

薐
草 

　
高
橋

　
麗
子

ひ
な
祭
り
に
わ
が
娘
ら
は
い
ち
ご
ム
ー
ス
作
り

て
供
え
る
　
願
い
あ
る
ら
し 

瀬
川
　
浩
美

あ
く
せ
く
と
昨
夜
の
雪
を
掻
き
を
れ
ば
三
月
の

雪
ま
た
も
降
り
積
む 

山
口

　
國
男

道
端
で
何
や
ら
会
話
は
づ
む
ら
し
小
一
時
間
後

ま
だ
そ
こ
に
居
り 

愛
木
タ
エ
子

福
寿
草
ク
ロ
ッ
カ
ス
の
花
咲
き
い
で
て
朝
の
ひ

と
と
き
陽
射
し
待
ち
を
り 

橋
本

　
チ
ヨ

　
沼
宮
内
で
病
死
し
た
明
治
天
皇
の
御
乗

馬「
滝
沢
号
」の
供
養
碑
は
、沼
福
寺
の
境

内
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
石
碑
に
は
、

　
天
長
地
久
　
何
時
有
究

　
良
驥
駿
骨
　
與
右
不
朽

　
于
時
明
治
二
十
年
一
月

　
承
石
井
県
知
事
之
命

　
板
垣
桑

謹
撰
　
男
　
政
徳
謹
書

　
太
田
源
吉
鐫

な
ど
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
石
井

省
一
郎
知
事
に
依
頼
を
受
け
た
板い

た
が
き
そ
う
い
ん

垣
桑
蔭

の
文
を
桑
蔭
の
長
男
・
政
徳
が
書
い
た
も

の
で
す
。
板
垣
桑
蔭（
本
名
・
佐
々
木
直

作
）は
、戊
辰
戦
争
に
参
戦
し
た
南
部
藩
の

責
任
者
と
し
て
江
戸
に
幽
閉
さ
れ
、後
に

沼
宮
内
に
隠
棲
し
、五
日
市
に
漢
学
塾
を

開
い
た
人
物
で
す
。
沼
福
寺
に
は
教
え
子

ら
に
よ
る
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

沼福寺に建立されている滝沢号の供養碑

４月、さまざまなスタートの季節になりまし
た。新刊もぞくぞく届いています。

◇チビッコ映画会◇
【日時】　４月11日㈯午前10時30分～
　　　　　　23日㈭午後 3時30分～
【対象】　幼児、小学生

○
１
日
の
お
酒
の
適
量

ビ
ー
ル
　
中
ビ
ン
１
本（
５
０
０
㍉
㍑
）

焼
酎
　
ぐ
い
飲
み
２
杯
弱（
80
㍉
㍑
）

日
本
酒
　
１
合（
１
８
０
㍉
㍑
）な
ど

※
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か

ひ
と
つ
。
女
性
や
高
齢

者
は
こ
の
半
分

　
今
月
か
ら
始
ま
る
特
定
健
診
で

は
、生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
こ
と
で
改
善
す
る
べ
き
生

活
習
慣
に
早
期
に
気
付
き
、病
気
の

予
防
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
毎
年
特
定
健
診
を
受
診
し
、健

診
結
果
か
ら
自
分
自
身
の
生
活
習
慣

を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　
内
臓
脂
肪
は
、高
血
圧
症
、脂
質
異

常
症
、糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病

に
共
通
す
る
原
因
で
す
。
さ
ら
に
血

圧
や
血
糖
、コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高

い
状
態
は
、動
脈
硬
化
か
ら
脳

塞

な
ど
の
危
険
性
を
高
め
ま
す
。
次
の

検
査
項
目
に
注
目
し
、生
活
習
慣
病

の
予
防
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

　
肥
満
そ
の
も
の
は
病
気
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、増
え
た
内
臓
脂
肪
か
ら

悪
玉
の
物
質
が
分
泌
さ
れ
、高
血
圧
、

糖
尿
病
、脂
質
異
常
症
な
ど
さ
ま
ざ

問い合わせとご相談は役場健康福祉課　健康推進係 62-2111［内線513、516、517へ］ 健康・福祉情報

ま
な
病
気
が
誘
発
さ
れ
ま
す
。

　
高
血
圧
に
な
る
と
、血
管
は
常
に

高
い
圧
力
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、

詰
ま
っ
た
り
、破
れ
た
り
す
る
危
険

性
が
高
く
な
り
ま
す

○
高
血
圧
の
予
防
・
改
善
の
た
め
に

①
塩
分
の
取
り
過
ぎ
は
高
血
圧
の
最

大
の
要
因
。
味
付
け
に
青
葉
・
し
ょ
う

が
・
レ
モ
ン
・
酢
・
香
辛
料
な
ど
を
上

手
に
利
用
し
塩
分
を
控
え
ま
し
ょ
う

②
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
有
酸
素
運
動

が
お
す
す
め
。
１
日
30
分
程
度
の
運

動
を
週
３
日
ほ
ど
無
理
な
く
継
続
し

て
い
く
事
が
大
切
で
す

　
脂
質
は
、私
た
ち
の
体
に
欠
か
せ

な
い
物
質
で
す
が
、コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
や
中
性
脂
肪
が
増
え
て
ド
ロ
ド
ロ

に
な
っ
た
血
液
は
血
管
の
内
側
に
付

き
、動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
す
原
因

生
活
習
慣
を
見
直
し

健
康
管
理
に
役
立
て
ま
し
ょ
う

特
定
健
診
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

今月は鈴木智子主任保健師
からのお便りです

と
な
り
ま
す
。

○
脂
質
異
常
症
の
予
防
・
改
善
の
た
め
に

①
高
カ
ロ
リ
ー
の
食
事
を
避
け
、野

菜
や
海
草
類
、き
の
こ
類
な
ど
食
物

繊
維
を
多
く
摂
り
ま
し
ょ
う

②
中
性
脂
肪
を
減
ら
す
Ｄ
Ｈ
Ａ
な
ど

が
豊
富
な
青
魚
を
摂
り
ま
し
ょ
う

③
お
酒
は
、中
性
脂
肪
を
増
や
し
ま

す
。
適
量
に
抑
え
ま
し
ょ
う

　
糖
尿
病
は
、自
覚
症
状
が
な
い
ま

ま
全
身
の
血
管
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な

り
、さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。

○
糖
尿
病
予
防
の
た
め
に

①
血
糖
値
を
下
げ
る
働
き
を
す
る
イ

ン
シ
ュ
リ
ン
は
、運
動
に
よ
っ
て
働

き
が
活
発
に
な
り
ま
す
。
で
き
る
だ

け
毎
日
運
動
し
ま
し
ょ
う

②
食
事
の
際
は
、ご
は
ん
よ
り
先
に

野
菜
や
海
草
類
、き
の
こ
類
を
食
べ

る
と
、急
激
な
血
糖
値
の
上
昇
を
抑

え
る
事
が
で
き
ま
す

③
ゆ
っ
く
り
噛
む
と
、満
腹
感
が
得

ら
れ
ま
す
。
１
口
30
回
噛
む
つ
も
り

で
ゆ
っ
く
り
食
べ
ま
し
ょ
う

【
脂
質（m

g
/dl

）】

【
血
圧（m

m
H
g

）】

【
糖（m

g
/dl

）】

０
㍉
㍑
）な
ど

注意

注意注意

注意

　国民健康保険の加入・脱退は、世帯主による届け
出が必要です。加入・脱退する必要が生じた日から
14日以内に届け出を済ませてください。
【加入するとき】　○他の市町村から転入したとき（職
場の健康保険などに加入していないとき）　○職場の
健康保険などをやめたとき　○子どもが生まれたと
き　○生活保護を受けなくなったとき
加入の届け出が遅れると？
　国保の資格が発生した月までさかのぼって国民健
康保険税を納めることになります。また、その間の

検
診
か
ら
生
活
習
慣
の
見
直
し
を

　・　　役場町民課国保年金係
　　　   62-2111内線508、509国民健康保険の加入・脱退

忘れずに届け出ください！

【
肥
満（cm

）】

医療費は、原則として全額自分で支払うこととなり
ます。
【脱退するとき】　○他の市町村から転出したとき
○職場の健康保険などへ加入するとき　○死亡した
とき　○生活保護を受けるようになったとき
脱退の届け出が遅れると？
　国保の資格を喪失発生した月までさかのぼって、
国保が負担した医療費を返還していただくことにな
ります。保険料（税）を二重に納めてしまうなどの
トラブルのもとになります。
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 問い合わせ先
 申し込み先

情報
インデックス

岩手町役場  62-2111

No.317
みうら・せいや（20）＝下鴫沢＝。沼宮内高を卒業後、平成27年３月に上野法律ビジネ
ス専門学校（盛岡市）を卒業。同年４月、岩手町役場に採用。血液型Ｂ型、かに座

たちばな・しょうた（20）＝上五日市＝。盛岡南高を卒業後、平成27年３月に上野法律ビ
ジネス専門学校（盛岡市）を卒業。同年４月、岩手町役場に採用。血液型Ａ型、おうし座

　「高校のインターンシップで役場の仕事を体験し、ここで働きたい
と思った」という聖矢さんと、「生まれ育った町に貢献できる仕事に
就きたいと思った」翔太さんは希望が叶い、４月１日から町職員とし
て働いています。それぞれ、企画商工課、税務会計課に配属。「楽しい
雰囲気もある職場」、「明るい人が多い」と印象を話します。趣味は、「夏
は釣り、冬はスキー」、「サッカーやフットサル」と活発な二人の理想
の女性像は、「好きになった人が理想のタイプ」、「笑顔がすてきな人」
だとか。それぞれ思い描く理想の職員像「思いやりがある職員」、「町
の人から頼りにされる職員」になりたいと意気込みます。

理想の町職員像を目指して

三浦 聖矢さん㊧

立花 翔太さん 散歩

ヤ
ン
グ

No.320
YOUNG

　
平
成
28
年
歌
会
始
の
お
題
や
詠

進
要
領
な
ど
が
宮
内
庁
か
ら
発
表

さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

【
お
題
】　「
人
」と
定
め
ら
れ
ま
し

た
。

　
※
お
題
は「
人
」で
す
が
、

「
人
材
」、「
若
人
」の
よ
う
な
熟
語

に
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん

【
詠
進
期
限
】　
９
月
30
日（
水
）　

※
郵
送
の
場
合
は
同
日
消
印
有
効

【
そ
の
他
】　
書
式
、注
意
事
項
な

ど
の
詳
細
は
、宮
内
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.kunaicho.

go.jp

）歌
会
始
の
詠
進
要
領
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

　
疑
問
が
あ
る
場
合
は
、郵
便
番

号
、住
所
、氏
名
を
書
き
、返
信
用

切
手
を
は
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、

９
月
20
日（
日
）ま
で
に
宮
内
庁
式

部
職
あ
て
郵
送
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

　
〒
１
０
０
‐
８
１
１
１
宮
内

庁
　

※
封
筒
に「
詠
進
歌
」と
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い

夏
休
み「
海
外
研
修
交
流
」

■
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研

修
協
会
は
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど

10
コ
ー
ス
の
体
験
を
通
し
て
、お

互
い
の
理
解
や
交
流
を
深
め
、国

際
性
を
養
う「
小
学
生
〜
高
校
生

の
た
め
の
夏
休
み
海
外
研
修
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
実
施
し
ま
す
。

【
内
容
】　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
文
化
交
流
・
学
校
体

験
・
英
語
研
修
・
地
域
見
学
・
野

外
活
動
な
ど

【
派
遣
先
】　
米
国
・
英
国
・
豪
州
・

カ
ナ
ダ
・
サ
イ
パ
ン
・
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
・
フ
ィ
ジ
ー
・
フ
ィ
リ
ピ
ン

【
日
程
】　
７
月
23
日（
木
）
〜
８

月
16
日（
日
）の
間
の
８
〜
18
日
間

　
※
事
業
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

【
対
象
】　
小
３
〜
高
３

　
※
事
業

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

【
説
明
会
】　
５
月
下
旬
に
全
国
15

都
市
で
行
い
ま
す
。
入
場
無
料
、

予
約
不
要
で
す

【
参
加
費
】　
25
万
円
〜
69
万
円

【
締
切
】　
５
月
26
日（
火
）お
よ
び

６
月
８
日

　
※
コ
ー
ス
に
よ
り
異

な
り
ま
す

【

・
資
料
請
求
】　（
公
財
）国

際
青
少
年
研
修
協
会（
〒
１
４
１

‐
０
０
３
１
東
京
都
品
川
区
五

反
田
７
‐
15
‐
４
）　

０
３
‐

６
４
１
７
‐
９
７
２
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
３
‐
６
４
１
７
‐
９
７
２
４

　

○
電
子
メ
ー
ルinfo@

kskk.or.jp

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

kskk.or.jp

行
わ
れ
ま
す

と
ん
と
ん
ク
ラ
ブ
で
交
流

■
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

「
近
所
に
遊
び
友
だ
ち
が
い
な
い
」

「
お
も
い
き
り
動
い
て
遊
ぶ
場
所

が
な
い
」な
ど
、保
育
所（
園
）に
入

所
し
て
い
な
い
子
育
て
親
子
を
対

象
に
、遊
び
の
場
や
物
づ
く
り
、友

だ
ち
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、４
月
13
日（
月
）か
ら

交
流
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　
初
め
て
の
人
や
赤
ち
ゃ
ん
も
大

歓
迎
で
す
。お
友
だ
ち
を
誘
っ
て
、

ぜ
ひ
遊
び
に
い
ら
し
て
く
だ
さ

い
。・

　
町
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

65
‐
２
１
３
１

【
内
容
】　
○
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

（
川
又
神
楽
と
川
前
神
楽
の
演
舞

会
、キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
、キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
交
流
会
）　
○
ダ
ム
サ

イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト（
地
元
の
み
ん

な
の
商
店
街
、流
域
市
町
村
う
ま

い
も
の
市
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）

　
○
ダ
ム
見
学
会（
ダ
ム
監
査
廊

＆
発
電
所
見
学
、小
学
生
ボ
ー
ト

湖
面
巡
視
体
験
）　
○
南
部
片
富

士
湖
も
の
し
り
館
イ
ベ
ン
ト（
も

の
し
り
館
見
学
、情
報
パ
ネ
ル
展

示
、出
張
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、い
ろ
ん

な
水
の
水
質
調
査
）　
○
そ
の
他

（
ダ
ム
こ
い
の
ぼ
り
、ス
ラ
ッ
ク
ラ

イ
ン
体
験
コ
ー
ナ
ー
）

　
四
十
四
田
ダ
ム
さ
く
ら

ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

０
９
０
‐
４
５
５
１
‐
８
６
５
３

資
格
試
験
を
実
施
し
ま
す

■
危
険
物
・
消
防
設
備
士

　
一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
岩
手
県
支
部
は
、県
知

事
の
委
任
を
受
け
、危
険
物
取
扱

者
と
消
防
設
備
士
の
試
験
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
申
請
は
、郵
送
に
よ
る
書
面
申

請
の
ほ
か
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
電
子
申
請
も
可
能
で
す
。

　
試
験
案
内
は
、盛
岡
中
央
消
防

署
岩
手
分
署
の
ほ
か
、各
消
防
署
・

文
書
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

「
ヨ
イ
歯
デ
ー
」電
話
相
談

■
県
保
険
医
協
会
歯
科
部
会

　
県
保
険
医
協
会
歯
科
部
会
は
、

１
９
９
３
年
か
ら
毎
年
、４
月
18
日

と
11
月
８
日
に
テ
レ
ホ
ン
相
談
を

実
施
し
、歯
科
に
関
す
る
悩
み
解
消

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
４
月
は
、１
日
繰
り
上
げ

て「
ヨ
イ
歯
デ
ー
テ
レ
ホ
ン
相
談
」

を
実
施
し
ま
す
。
歯
や
口
に
関
す

る
悩
み
な
ら
何
で
も
受
付
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

【
日
時
】　
４
月
17
日（
金
）午
前
10

時
〜
午
後
７
時

　
※
受
付
時
間
に

相
談
を
受
け
付
け
た
後
、午
後
７

時
以
降
に
協
会
歯
科
医
師
が
電
話

し
ま
す

　
県
保
険
医
協
会
ヨ
イ
歯

デ
ー
テ
レ
ホ
ン
相
談
係
０
１
９

‐
６
５
１
‐
７
３
４
１

さ
く
ら
ま
つ
り
２
０
１
５

■
四
十
四
田
ダ
ム

　
四
十
四
田
ダ
ム
流
域
市
町
村
な

ど
は
、流
域
の
地
域
情
報
や
食
材

を
集
め
て
交
流
す
る「
四
十
四
田

さ
く
ら
ま
つ
り
２
０
１
５
」を
開

催
し
ま
す
。

【
日
時
】　
４
月
29
日（
水
）午
前
10

時
〜
午
後
４
時

【
会
場
】　
四
十
四
田
ダ
ム
駐
車
場

（
盛
岡
市
下
厨
川
字
四
十
四
田
１
）

明
は
、申
し
出
を
し
な
け
れ
ば
受
け

ら
れ
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

【
申
請
期
限
】　
４
月
30
日（
木
）　

※
土
・
日
・
祝
日
は
日
直
が
受
け

付
け
ま
す

・

　
役
場
企
画
商
工
課
企

画
広
報
係（
２
階
５
番
窓
口
）
62

‐
２
１
１
１
内
線
２
１
５

月
額
１
万
５
５
９
０
円
に

■
国
民
年
金
保
険
料

　
国
民
年
金
に
は
、老
齢
、障
害
、遺

族
基
礎
年
金
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、保
険
料
を
納
付
期
限

ま
で
に
納
め
て
い
な
い
と
、受
給
で

き
る
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

年
金
そ
の
も
の
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
本
年
度
の
保
険
料
は
、月
額

１
万
５
５
９
０
円
で
す
。
毎
月
の

保
険
料
は
、日
本
保
険
機
構
か
ら
毎

年
４
月
上
旬
に
送
ら
れ
て
く
る「
納

付
書
」を
使
い
、翌
月
の
末
日
ま
で

に
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
納
め
ま
す
。
ま
た
、希
望

に
よ
り
便
利
で
お
得
な
口
座
振
替

も
で
き
ま
す
。
そ
の
他
詳
細
に
つ

い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
○
盛
岡
年
金
事
務
所

（
〒
０
２
０
‐
８
５
１
１
盛
岡
市
松

尾
町
17
‐
13
）
０
１
９
‐
６
２
３
‐

６
２
１
１

　
○
役
場
町
民
課
国
保
年

金
係
62
‐
２
１
１
１
内
線
５
０
９

　
ま
た
、危
険
物
取
扱
者
と
消
防

設
備
士
の
免
状
は
、交
付
日
か
ら

10
年
ご
と
に
書
換
え
が
必
要
で

す
。
平
成
17
年
以
前
の
免
状
を
お

持
ち
の
人
は
、速
や
か
に
更
新
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・

　（
一
財
）消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
岩
手
県
支
部

０
１
９

‐
６
５
４
‐
７
０
０
６

　
○
電
子

申
請

　（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
電
子
申
請
室

０
５
７
０

‐
０
７
‐
１
０
０
０

　http://
w
w
w
.shoubo-shiken.or.jp/

そ
の
他

４
月
中
に
申
請
く
だ
さ
い

■
Ｉ
Ｇ
Ｒ
通
学
定
期
の
補
助

　
町
は
、列
車
通
学
者
を
持
つ
家
庭

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

通
学
定
期
券
の
購
入
に
掛
か
っ
た

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】　
Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄

道
の
通
学
定
期
を
利
用
し
た
人
の

保
護
者
。
な
お
、通
学
定
期
の
有

効
期
限
が
平
成
26
年
10
月
１
日
か

ら
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
の
も

の
に
限
り
ま
す

【
申
請
方
法
】　
Ｉ
Ｇ
Ｒ
各
駅
か
ら

使
用
証
明
を
受
け
た「
Ｉ
Ｇ
Ｒ
通
学

定
期
補
助
金
交
付
申
請
書
」を
役
場

企
画
商
工
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い（
郵
送
可
）。
駅
か
ら
の
使
用
証

国
税
の
振
替
納
付
日
な
ど

■
国
税
庁

　
平
成
26
年
分
確
定
申
告
の
所
得

税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
振

替
納
付
日
は
４
月
20
日（
月
）、消

費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
振
替

納
付
日
は
４
月
23
日（
木
）で
す
。

　
所
得
税
や
消
費
税
な
ど
を
期
限

内
に
納
付
で
き
な
か
っ
た
場
合

や
、残
高
不
足
な
ど
で
口
座
振
替

で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、法
定

納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま

で
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
。

　
延
滞
税
の
計
算
方
法
な
ど
詳
し

い
内
容
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（w
w
w
.nta.go.jp

）を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

岩
手
署
＠
警
察
安
全
情
報

■
岩
手
警
察
署

　
岩
手
警
察
署
は
、携
帯
電
話
向
け

に
、管
内（
岩
手
町
、八
幡
平
市
、葛
巻

町
）の
防
犯
や
交
通
安
全
に
関
す
る

情
報
を
メ
ー
ル
配
信
し
て
い
ま
す
。

【受信登録用ページURL・
二次元コード】http://
www.highway.pref.iwate.
jp/mobile
/cont01.p
hp?cont_
cd=00000
00358

　
　

岩
手
警
察
署

　
62
‐
０
１
１
０

平
成
28
年
の
お
題
は「
人
」

■
歌
会
始
の
お
題
発
表

募
集
し
ま
す
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こども救急相談電話

診療時間外の受診

◆ 町税などの納付期限 ◆

固定資産税（第１期） ４月 30日㈭
口座振替日：４月 27日㈪ 診療科 診療日 受付時間

内　科 月～金曜日 08:30 ～
11:30

 （午後随時）
診療時間
9:00 ～ 17:00

外　科 月～金曜日

応援診療科（４月）
脳神経外科 14 日 08:30 ～

11:00
循環器（内科）６、20 日 13:00 ～

15:30
小児科 10、24 日 13:00 ～

16:00
皮膚科 14、21 日 13:00 ～

15:30
整形外科 10、17 日 08:30 ～

11:30

日 お名前 保護者 行政区

４ 　山口　凜
りん

康 介 太 田

13 　堀内　彩
あ お い

葵 祐 輔 城 山

日 お名前（年齢） 世帯主 行政区

１ 引木　安定 （80） 登 大 金 沢

３ 下平　國司 （87） 實 下 横 沢

３ 志田　フミ （87） 優　悦 新愛宕下

３ 千葉　信三郎 （78） 和 人 土 川

４ 民部田　タニ （93） 忠 雄 新 町

６ 柳本　シゲ （82） 竹 男 新 町

７ 幅　正一郎 （84） 富 雄 日の神子

８ 田中　ヨシ （77） 要 吉 横 田

８ 早坂　静枝 （89） 本 人 尾 呂 部

10 欠畑　啓子 （55） 三 夫 新愛宕下

12 中 　喜八郎 （83） キ ン 水 無

16 木　タミ （90） 敏 行 下五日市

21 部田精太郎 （88） 茂 男 民 部 田

22 中村　ヤヱ子 （84） 光 秀 江 刈 内

22 藤原　德助 （96） 德 明 下 大 町

22 松村　ミサホ （85） 山本敦 橋 場

日（曜） 時　間 行　事　名 場　所

４（土）14:00 ～ 一方井中入学式 一方井中学校

５（日）13:30 ～ 東部中入学式 東部中学校

６（月）13:30 ～ 沼宮内中入学式 沼宮内中学校

７（火）
10:00 ～ 沼宮内小、北山形小、一方井小、

水堀小入学式 各小学校

13:15 ～ 川口中入学式 川口中学校

８（水）10:00 ～ 川口小、久保小入学式 各小学校

15（水）10:00 ～ 15:30 盛岡年金事務所出張相談（要予約：盛岡年金事務所 019-623-6211） ゆはず交流館

16（木）10:00 ～ まんまと湯っこの会 町老人福祉センター

18（土）11:00 ～ 古山拓水彩画展開場式 石神の丘美術館

19（日） 9:00 ～ 町スポーツ少年団結団式、体力テスト 森のアリーナ

20（月） 9:00 ～ 12:00 人権・行政相談 町勤労青少年ホーム

23（木）10:00 ～ 12:00 子育てサロン “すくすく” 町保健センター

25（土） 9:00 ～
ＩＢＣ杯中学校ホッケー大会 町ホッケー場

被災地支援少年サッカー交流会
（26日まで） 町総合グラウンド

28（火）

12:30 ～
12:45 ～

9カ月児健康診査（平成26年７月生まれ）
6カ月児健康診査（平成26年10月生まれ）
1歳児健康診査（平成26年４月生まれ）
※乳幼児の健診を希望する人はどなたでもおいでください

町保健センター

13:00 ～ 16:00 悪質商法トラブル・多重債務出前相談会（要予約：受け付けは役場総務課防災交通係） 町総合開発センター

日（曜） 時　間 行　事　名 場　所
２（土）10:00 ～ ＩＢＣ杯高校ホッケー大会（３日まで） 町ホッケー場

13（水）12:30 ～

１歳６カ月児健康診査
（平成 25年９月 12日～ 11月 13日生まれ）

町保健センター
３歳児健康診査
（平成 23年９月 12日～ 10月 13日生まれ）

15（金） 9:30 ～ 12:00 妊婦教室１回目（平成27年７月～10月出産予定の女性） 町保健センター

※休日当番医、応援診療科は予定を変
更する場合がありますので、あらかじ
め電話で確認の上、来院ください。

４月

※広報掲載後に予定が変更になる場合もありますが、そのときは、回覧や町ホームページなどで
お知らせします。なお、町内の団体などもこの欄をご利用ください。

月

月

沼宮内地域診療センター
県立中央病院附属

３（日）沼宮内地域診療センター
４（月）佐々木医院
５（火）佐渡医院
６（水）岩手沼宮内クリニック
10（日）塚谷医院

５月

休日当番医【受付時間】
　9:00～17:00

日（曜） 当番医
５（日）佐渡医院
12（日）塚谷医院
19（日）さわやかクリニック
26（日）北上脳神経外科クリニック
29（水）佐藤整形外科クリニック

　【受付時間】　午後7時～ 11時（年中無休）
　【電話番号】　局番なしの ＃8000　※ダイヤル回線電話、
　ＩＰ電話（ひかり電話）、ＰＨＳからは  019-605-9000

■症状が軽い場合
　【受診場所】　盛岡市夜間急患診療所
　　盛岡市神明町3-29盛岡市保健所2階　  019-654-1080
　【受付時間】　午後7時～ 11時

■症状が重い場合
　【受診場所】　小児救急入院受入当番病院
　下記予定表のとおり

　【受付時間】　土曜日は午後1時～5時、夜間は午後5時～翌朝9時
　【対象】　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、盛岡
　市夜間急患診療所や休日当番医が診療していない時間帯の
　急病の子どもを受け入れます
　【注意点】　日中の診療時間に受診できる人は、時間内に受
　診しましょう。また、重症な子どもの治療に支障をきたさ
　ないよう、まずは盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
　日曜、祝日の日中は休日当番医を受診してください

■町傾聴ボランティア「おひさま」

■盛岡いのちの電話 019-654-7575（正午～午後 9時、
日曜日のみ午後 6時まで）　■県精神保健福祉センター
019-622-6955（午前 9時～午後 4時 30 分）　■役場健康
福祉課 0195-62-2111（内線 518）

■当番病院の連絡先
【中　央】　県 立 中 央 病 院　  019-653-1151
【日　赤】　盛 岡 赤 十 字 病 院　  019-637-3111
【医　大】　岩手医科大学附属病院  019-651-5111
【こども】　もりおかこども病院　  019-662-5656
【川久保】　川 久 保 病 院　  019-635-1305

２月受け付け分

日 月 火 水 木 金 土
4/５
医大

６
中央

７
川久保

８
中央

９
医大

10
中央

11
日赤

12
中央

13
中央

14
川久保

15
中央

16
日赤

17
中央

18
こども

19
中央

20
医大

21
川久保

22
日赤

23
医大

24
中央

25
中央

26
医大

27
中央

28
日赤

29
中央

30
医大

5/1
医大

2
中央

3
医大

4
日赤

5
川久保

6
中央

7
日赤

8
医大

9
こども

10
中央

11
中央

12
川久保

13
中央

14
医大

15 
中央

16
日赤

●生まれたお子さん●２人（３人）
▼２月

●お婿さん、お嫁さん● １組（１組）

日 お名前 世帯主 行政区

12 　大村　嘉一
　菊池　唯

亮 一
貴 子

万 部
盛 岡 市

▼2月

●亡くなられた人● 16 人（21 人）
▼2月

　組数、人数の（ ）内は実数です。お婿さんお嫁さんは、
結婚して町内に住所がある人を掲載しています。
　広報に掲載を希望しない人は、届け出のときに町民
課にお話ください。

４

５

医療町民カレンダー子どもが急病のときよろこびかなしみ

岩手沼宮内クリニック
北上脳神経外科クリニック

佐々木医院
佐藤整形外科クリニック

佐渡医院
さわやかクリニック
塚谷医院
沼宮内地域診療センター

当番医実施医療機関の電話番号

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

61-2025

61-3636
62-2234

68-7240
62-3211
62-2043
62-1155

62-2511

▼

こころといのちを支えるいわて 一人で悩まず
相談ください

  　　【開催日】  毎月第２、第４月曜日
　　　　　　　　　　　　　　  （祝日の場合翌日）
  　　【時　間】  午後 1時～ 3時
  　　【場　所】  プラザあい１階

「おひさまサロン」
※予約不要です。悩み事
を話してみませんか？

５月号は４月30日㈭発行予定
本紙は原則、毎月第１木曜日に発行していますが、５月号は大
型連休前の４月30日㈭に発行する予定です。ご了承ください。
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美
術
館
へ
行
こ
う

いきいきサ ルクーサ ルクー
No.25

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
す
る
子
育
て
サ
ロ
ン

「
す
く
す
く
」は
、就
学
前
の
児
童
と
保
護
者
の
交
流
の

場
と
し
て
、毎
月
第
４
木
曜
日
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。

町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
活
動
を
中
心
に
、美
術
館
へ
ピ

ク
ニ
ッ
ク
に
出
掛
け
た
り
、町
内
の
農
園
で
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
や
野
菜
、リ
ン
ゴ
な
ど
の
収
穫
を
体
験
し
た
り
と

季
節
に
合
わ
せ
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
毎
回
10
組
程
度

の
親
子
が
参
加
す
る
他
、町
主
任
児
童
委
員
や
子
育
て

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
多
数
参
加
し
て
子
ど

も
を
見
て
く
れ
る
の
で
、マ
マ
た
ち
も
安
心
で
す
。

　
久
保
文
恵
さ
ん（
33
）＝
上
愛
宕
下
＝
は
満み

つ
き生

君（
２
）、

結ゆ
い
と仁

君（
３
カ
月
）と
参
加
。「
私
は
他
県
出
身
で
す
が
、

す
く
す
く
が
友
達
を
作
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
」と

交
流
を
喜
び
ま
す
。
佐
藤
恵え

み美
さ
ん（
31
）＝
大
渡
＝
と

心こ
こ
な奏

ち
ゃ
ん（
２
）は
、「
バ
ス
に
乗
っ
て
出
掛
け
る
の

が
楽
し
み
」。
盛
岡
市
出
身
の
村
山
美
保
子
さ
ん（
37
）

＝
下
苗
代
沢
２
＝
は
竣し

ゅ
ん
す
け亮

君（
２
）と
参
加
し
、「
人
と
触

れ
合
い
、町
の
こ
と
も
知
る
こ
と
が
で
き
、町
に
愛
着

が
湧
い
て
き
ま
す
」と
サ
ロ
ン
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

　
新
年
度
も
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
中
の「
す

く
す
く
」。
開
催
日
や
内
容
は
、回
覧
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
初
め
て
の
人
も
ぜ
ひ
、参
加
く
だ
さ
い
。

親
子
で
広
が
る
交
流
と
笑
顔

子
育
て
サ
ロ
ン「
す
く
す
く
」

「いきいきサークル」では、町内で活動するスポーツ、文化、ボランティアなどのサークルや
さまざまな団体を紹介します。　　  役場企画商工課企画広報係 62 － 2111 内線 217 へ

 町社会福祉協議会
　 62 － 3570

４月18日㈯～５月31日㈰

岩手町町制施行 60 周年記念

古山拓水彩画展

幼少期の数年間を川口で過ごした古山さんが描く、岩手町や東北、ヨーロッパの風景をぜひご覧ください

【開館時間】　午前９時～午後５時。4月18日㈯は
　　　　　開場式のため、正午より公開します
【休館日】　月曜日。ただし、5月４日㈪は開館
【観覧料】　町民割引：一般240円／大・高生160円
（受付に運転免許証、保険証などを提示ください）

■
 編
集
／
岩
手
町
企
画
商
工
課

　
〒
028-4395 岩

手
県
岩
手
郡
岩
手
町
五
日
市
10-44

　
0195-62-2111　

FA
X0195-62-3104

■
 町
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
確
認
　

0195-62-5367 （
自
動
応
答
電
話
）

■
 町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ア
ド
レ
ス
　
http://w

w
w
.tow

n.iw
ate.iw

ate.jp
■
 町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
　
@
iw
atem

achi_koho

2015年
［
平
成
27年

］
４
月
９
日
発
行

No.670

 石神の丘美術館  62－1453

H27.2.28現在　（ ）内は前月比
【人口】　男　7,123人（△09）
　　　　女　7,431人（△ 8）
　　　　計 14,554人（△17）
【世帯】　5,464世帯（7）
【出生】 3人　【死亡】21人
【転入】18人　【転出】17人
【外国人住民】130人

 人口の動き 　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
最

後
ま
で
読
ん
で
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
役
場
や
学
校
な
ど
で
は
、

新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

環
境
が
変
わ
っ
た
人
も
変
わ

ら
な
い
人
も
気
持
ち
を
新
た

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
本
年
度
は
岩
手
町
が
誕
生

し
て
60
年
の
記
念
の
年
で
す
。

本
号
６
㌻
で
紹
介
し
た
と
お

り
テ
ー
マ
や
ロ
ゴ
マ
ー
ク
も

決
ま
り
ま
し
た
。
記
念
事
業

な
ど
を
通
じ
て
町
全
体
が
よ

り
一
層
団
結
し
、新
た
な
道
へ

進
ん
で
い
け
る
一
年
に
な
れ

ば
い
い
で
す
ね
。
　（
佐
藤
）

Iwate-machi  Monthly  Public  Relations  Paper

①3月26日の「すくすく」に参加し
た親子とボランティアの皆さん　②
この日は指導員を招き、軽い運動で
リフレッシュ　③絵本やおもちゃも
いっぱい　④赤ちゃんも見てもらえ
て安心　⑤おやつの時間も楽しみ

道
の
向
こ
う
、

丘
の
か
な
た
の
空
気
、

心
が
動
く
風
景
。

①

③ ④ ⑤②

編
集
後
記


